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１．コクチバスとは？

・コクチバスは、もともとは北アメリカに生息するスズキ目サンフィッシュ科の魚で、湖沼や河川の中下流域に生息する。低水温に対する
耐性が強く、流水域にも適応できる。

・国内には釣りの対象として導入され、1990年頃から定着が確認されている。国土交通省で実施している「河川水辺の国勢調査」におい
ても確認されている河川数が年々増加している。

・魚類やエビ類、ヤゴなどを食べる強い動物食性であり、昔から日本に生息していた在来種に対する影響が懸念されることから、外来生物
法において「特定外来生物」に指定されており、生体の飼育、運搬等は禁止されている。

・櫛田川ではH27に初めて確認されて以降増加傾向にあることから、H29に「地域連携専門部会 外来魚対策コア会議」を立ち上げ、情報
共有等を図っている。

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0

5

10

15

20

25

30

1巡目 2巡目 3巡目 4巡目 5巡目 6巡目

確
認

河
川
数

/
調
査
河
川
数
の
比
率

確
認
河
川
数

河川水辺の国勢調査にけるコクチバスの確認河川数

確認河川数

比率

1巡目：H2～7
2巡目：H8～12
3巡目：H13～17
4巡目：H18～22
5巡目：H23～27
6巡目：H28～R2

河川水辺の国勢調査におけるコクチバス確認箇所
（6巡目調査：H28～R2）

凡例

確認調査地区

 未確認調査地区
櫛田川

櫛田川におけるコクチバス確認状況
（夏季1回7地点での調査結果の確認数の合計）

増加傾向

●国内での確認状況 ●櫛田川での確認状況

コクチバスの産卵床
（櫛田可動堰下流：R4.5撮影）

コクチバス親魚
（立梅用水堰下流：R4.5撮影）
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H30年
度

・コア会議メンバーの検討 ・専門技術、地域性、これまでの
意見等を踏えて検討

２．H29～R5の取り組みについて

H29年
度

・H29に地域連携専門部会の中にコアメンバーによるコア会議を設置。コア会議を中心に以下の調査・検討を実施。
・H27よりコクチバスの生息分布調査を毎年実施（夏季活動期）。河川水辺の国勢調査による魚類調査は５年に１回実施。
・H29よりコクチバス産卵調査を実施。卵や仔稚魚、親魚を捕獲し駆除を実施。
・地域における意識啓発のため、R2末にコクチバス生息環境マップを作成、公表。

第２回コア会議
（H30.12.19）

第３回コア会議
（R1.11.1)

R元年
度

第１回コア会議
（H29.11.10） コクチバス捕獲試験

（繁殖期H29年.5月）

第４回推進会議(H31.2.7)

R3年
度

R2年
度

第４回コア会議
（R2.10.13)

第３回地域連携専門部会
（H29.11.29）

第5回推進会議(R2.2.7)

第6回推進会議
書面報告（R3.3)

報告

報告

報告

報告

第8回推進会議（R5.4.25）

櫛田可動堰上流湛水域の
コクチバス生息状況調査
（H29年12月)

コクチバスの冬季生息
場の調査(R2年12月)

繁殖期（R2年5月）
〇産卵の確認
〇卵・仔稚魚・親魚の採捕

コクチバス産卵状況調査
繁殖期（R元年5月）

〇産卵の確認
〇卵・仔稚魚の採捕

コクチバス産卵床環境調査
繁殖期（H30年6月）

〇産卵床となり得る場所の調査

・試験的に網設置
※第二頭首工上流
（R2.5.12）
（R2.12.24-24）

魚類生息環境調査
活動期（8月頃）

〇魚類生息分布の 経年
変化の把握

〇胃内容物調査

コクチバス駆除の実施
（櫛田川第一漁協の取り組み）
・試験的に網設置（R1.12.10)
※第二頭首工下流

学識者の助言※
・三重大学
淀 准教授
（R2.7.31）
（R3.1.29）

第６回コア会議
（R4.12.20)

第５回コア会議
（R3.11.18)

第7回推進会議
書面開催（R4.3)報告

R4年
度

繁殖期（R3年5月）
〇産卵の確認
〇卵・仔稚魚・親魚の採捕

土研による調査

第9回推進会議
開催（R6.3.18）

第7回コア会議
（R6.1.11)

R5年
度

報告

報告

魚類生息環境調査
活動期（8月頃）

〇魚類生息分布の 経年
変化の把握

〇魚道遡上調査
・第二頭首工魚道
・櫛田可動堰魚道

〇胃内容物調査
繁殖期（R4年5月）

〇産卵の確認
〇卵・仔稚魚・親魚の採捕

土研による調査



３．第7回外来魚対策コア会議の開催概要
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■自然再生推進会議 地域連携専門部会 第7回外来魚対策コア会議
(1)日時：令和6年1月11日(木) 14:00～16:00
(2)場所：松阪公民館 講座室３
(3)議題

①現地調査結果の報告
・事務局より、今年度のコクチバスの産卵確認状況や夏季活動期のコクチバス個体数の

変動等の調査結果について説明を行った。
〇コクチバス産卵状況調査結果（R5.5月実施）
〇コクチバス生息分布調査結果（R5.８実施）
〇コクチバス魚道遡上調査結果（R5.８実施）
〇胃内容物調査（捕獲した個体の胃内容物を確認）

②外来魚対策の取り組みについて
・岐阜県より、コクチバス駆除に向けた取り組みについて、情報提供を頂いた。
・事務局より、コクチバス対策として、今後の取り組みに向けた提案を行った。
・コア会議の今後の取り組みとして、以下の提案が挙げられ、検討を進めて行くことを確認した。

○調査によって実態はだいぶわかってきたので、来年度からは本格的な駆除を始めた方が良い。
○リリース禁止の指示については、指示を出すことによる抑制効果があるので、ぜひ進めて欲しい。
○採捕したコクチバスの買取りについて、三重県の方でも検討してもらいたい。
○国交省のHPやSNSを活用して、リアルタイムに情報発信していくと良い。

コア会議の開催状況
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４．R５コクチバスに関する現地調査概要

①繁殖期のコクチバスの産卵環境調査
②活動期（夏季）のコクチバスの生息分布調査
③活動期（夏季）のコクチバスの魚道遡上調査
④採捕されたコクチバスの胃内容物調査

・外来魚対策のための基礎資料とするため、本年度は以下の調査を実施した。

調査名 調査内容 調査時期 調査地区

産卵環境
調査

産卵場になる得る場所にお
いて産卵状況の確認調査
（目視確認及び採捕調査）

5/18、25
（１回目）
5/30-31

（２回目）

産卵床の可能性のある箇所を
調査（直轄区間内）
立梅用水堰下流

生息分布
調査

活動期におけるコクチバス
生息分布調査
（採捕調査）

8/31～9/3

新屋敷取水堰下流
櫛田第二頭首工下流
櫛田第一頭首工下流
櫛田可動堰下流
新両郡橋付近、庄付近、ドタ付近

9/17 立梅用水堰下流（目視のみ）

魚道遡上調査
活動期におけるコクチバス
の魚道遡上状況を確認（魚
道内目視観察）

9/3
8/31

櫛田第二頭首工魚道
櫛田可動堰魚道

胃内容物
調査

採捕されたコクチバスの胃
内容物を確認

適宜 各調査箇所

表4-1 コクチバスに関する調査内容

図４-１ 河川流量と調査時期の関係

図4-2 コクチバス産卵状況調査・生
息分布調査実施箇所

※生息分布調査は、自然再生モニタリング「魚類生
息環境調査」の定点7地点において実施

新屋敷取水堰下流

櫛田第二頭首工下流

櫛田第一頭首工下流

櫛田可動堰下流

新両郡橋
庄地区

ドタ地区

立梅用水堰

●生息分布調査
●コクチバス産卵確認箇所（H29～R4)
○コクチバス産卵の可能性のある環境
を確認した場所（H30）※

※アクセス（進入路等）しやすい場所を調査した

ものであり、河川全域を調査したものではない。

魚道遡上調査

産卵環境
調査

櫛田川流域図
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４．R５コクチバスに関する現地調査概要

図4-3 コクチバス産卵床の確認箇所

表4-2 コクチバス産卵床の確認状況

新屋敷取水堰

櫛田第二頭首工

櫛田第一頭首工

櫛田可動堰

新
両
郡
橋

今年度調査における産卵床確認箇所

過去の調査における産卵床確認箇所

立梅用水堰

親魚 稚仔魚 産着卵
産卵床

の有無
親魚 稚魚

5.6k下流

櫛田第二頭首工付近
水叩き下流の緩流速箇所 R5.5.25 確認なし 10個体（50mm程度） － 残骸

水叩き下流広域
6個体（400mm～500mm）

※産卵床を持たない遊泳個体
未確認 － －

頭首工右岸上流の礫・コンク

リート部
1個体（400mm） 10個体（30mm程度） － －

頭首工上流中央付近の湛水域
3個体（200mm程度）

※産卵床を持たない遊泳個体
10個体（30mm程度） － －

頭首工左岸上流の砂礫底 未確認 10個体（30mm程度） － －

水叩き下段 R5.5.30 未確認 1個体（31mm） － － 1

頭首工右岸魚道入り口付近 未確認 15個体（20～35mm） － － 15

頭首工左岸上流の砂礫底 未確認 3個体（30mm程度） － － 3

頭首工上流中央付近の湛水域 未確認 17個体（30mm程度） － － 17
8k付近（左右岸）

第一頭首工
（産卵床・個体の確認なし） R5.5.25 未確認 未確認 － －

右岸ワンド R5.5.30 未確認 5個体（23～37mm） － － 5

護床工下流
1個体（206mm）

※産卵床を持たない遊泳個体
22個体（22～42mm） － － 1 22

左岸ゲート下流 未確認 11個体（25～42mm） － － 11
10.4k付近

櫛田可動堰下流
右岸ゲート直下の護床工内砂礫

堆積箇所
R5.5.18

2個体（252mm：オス、350mm：

メス）
未確認 約3500粒 あり 1

左岸ゲート直下の護床工内砂礫

堆積箇所

2個体（357mm：オス、421mm：

メス）
未確認 約6000粒 あり 2

護床工下流のワンド 未確認
20個体程度（20mm程度）

※オオクチバスも混泳
－ 残骸 20

右岸護床ブロック下流
2個体（350mm～400mm）

ペアリング推定
未確認 － －

右岸澪筋の礫河床
5個体（350mm～450mm）

※産卵床を持たない遊泳個体
未確認 － －

護床工内 R5.5.31 未確認 16個体（29～38mm） － － 16
左岸ゲート直下の護床工内砂礫

堆積箇所
1個体（439mm：オス） 未確認 － － 1

13.6k付近

新両郡橋付近
岩盤の間の緩流域 R5.5.18 未確認 10個体未満（50mm程度） － 残骸

護床ブロック周辺 未確認 10個体（20mm程度） － －

岩盤周辺の砂礫堆積箇所
1個体（151mm）

※産卵床を持たない遊泳個体

50個体（15～25mm程度）

※オオクチバスも混泳
－ － 1 30

右岸岩盤上の砂礫堆積箇所及び

河畔植生帯
未確認 800個体程度（25mm程度） － －

新両郡橋下流の流心付近 R5.5.31
5個体（350mm～600mm）

※産卵床を持たない遊泳個体
未確認 － －

右岸岩盤上の砂礫堆積箇所及び

河畔植生帯
未確認 51個体（24～38mm程度） － － 51

15.0k付近 右岸植生帯下部の砂底環境 R5.5.18 未確認 250個体（15～20mm程度） － － 4
右岸岩盤上の砂礫堆積箇所及び

河畔植生帯
未確認 100個体程度（15～20mm程度） － －

（産卵床・個体の確認なし） R5.5.31 未確認 未確認 －

15.6k付近 水際の岩盤の隙間 R5.5.25 未確認 100個体程度（30～50mm程度） － 残骸 3

岩盤上の砂礫堆積箇所 未確認
300個体程度（30mm程度）

※オオクチバスも混泳
－ －

右岸河畔植生付近の岩盤上の砂

礫堆積箇所
1個体（400mm） 未確認 － －

岩盤上の砂礫堆積箇所
1個体（376mm：オス）

※産卵床を持たない遊泳個体
39個体（24～34mm） － － 1 39

16.4ｋ

松阪多気橋上流
産卵床の確認なし R5.5.25 未確認 未確認 － －

水際の植生帯 R5.5.31 未確認 2個体（24mm、32mm） － － 2

立梅用水堰下流 堰下流左岸の岩盤上 R5.5.18
2個体（400mm、450mm）

ペアリング推定
未確認 － －

流心付近の岩盤上 3個体（300mm程度） 未確認 － －

流心付近の岩盤上 R5.5.31 1個体（400mm程度） 未確認 － －

7 239合計

確認箇所 調査日位置

確認状況 採捕状況

１）コクチバス産卵環境調査
・R5調査では、コクチバス産卵床は6箇所で確認され、7個体の親魚、239個体の稚魚、約9500粒の産着卵を採捕・回収した。
・昨年度調査で産卵床が確認された立梅用水堰下流においては、個体の遊泳は確認したものの、産卵床は確認されなかった。
・ほとんどの調査地点で5月調査時点ですでに稚魚の分散が始まっており、産卵床に固執する個体は少なかった。
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４．R５コクチバスに関する現地調査概要

・産卵床探索効率化のため、他地区でも実績のあるドローンを用いた探索も併用して調査した。飛行高度は対地高度で15mとし、偏光レン
ズを装着の上動画を撮影しながら飛行させた。

・水深が概ね1m未満であれば確認可能であり、遊泳する親魚も確認できた。なお、R5調査では使用中の産卵床が確認できなかったため、
今後さらなる検証を進めていく。

Mavic 2 Pro 

 

907g（バッテリー・プロペラ含

む） 

5 m/s 

72 km/h 

29～38 km/h（8～10m/s） 

約 30 分 

GPS + GLONASS 

有効画素数：2000 万画素 

 ※機体画像：DJI社HPより引用

親魚の確認状況
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４．R５コクチバスに関する現地調査概要

2)コクチバスの縦断的分布

・R5のコクチバスの個体数は、出水の影響で下流側に移動し、個体数が減少している。

〇H27～H29
2000m3/s、1000m3/sの出水が発生したが、上
流側に分布域を拡大し、個体数も増加

〇H29～H30
H29.10に3000m3/sの出水が発生し、生息分布
は下流側に移動

〇H30～R1
2000m3/sの洪水が2回発生したが、分布域は再
度上流側に分布域を拡大

〇R2
全地点で個体数が急増

〇R3
櫛田可動堰下流では個体数が減少
その他の地点では、個体数は大幅な変化なし

○R4
全体的に個体数は増加し、特に櫛田可動堰より
上流にあたる３地点で増加が顕著

○R5
8月に2500m3/s程度の出水が発生し、分布域は
下流側に移動、個体数が減少。

・櫛田川では、H29の大規模な出水（3000㎥/s）によ

り一旦分布域が下流に移動したが、R1には再度上流
に分布域を拡大・増加

・R2～４にかけて大きな出水はなく、全地点で個体数
が大きく増加した。

・R5は出水で下流側に移動し、個体数が減少している
。

図4-4 コクチバス採捕個体数の経年変化
（自然再生モニタリング生息環境調査（夏季調査）結果による）

←H27/7/16～18 （ 1,740 ㎥/s ）

←H27/8/25～26 （ 2,350 ㎥/s ）

←H28/9/20 （ 830 ㎥/s ）

←H29.8/7～8 （ 1,230 ㎥/s ）

←H29/9/17～18 （ 780 ㎥/s ）
←10/22～23 （ 3,110 ㎥/s ）

←H30.8.23～24 （ 2,100 ㎥/s ）
←9/4～5 （ 860 ㎥/s ）
←9/30～10/1 （ 2,100 ㎥/s ）

←R1/8/14～16 （ 1,100 ㎥/s ）
←10/12～13 （ 1,300 ㎥/s ）
←10/18～19 （ 640 ㎥/s ）
←10/25 （ 520 ㎥/s ）

←R2/9/7～8 （ 730 ㎥/s ）
←10/8～13 （ 850 ㎥/s ）

←R3/9/18 （ 730 ㎥/s ）

←R4/9/23 （ 600 ㎥/s ）

←R5/6/3 （ 720 ㎥/s ）

←R5/8/15 （ 2,500 ㎥/s ）

出水の発生状況　

両郡（500㎥/s以上を記載）
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調査日：R1.8/13～14（8/26：第２頭首工、新屋敷取水堰）
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調査日:H27.8/19～8/21
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調査日：H29.8/21～23

地点平均個体数=1.8個体
調
査
無
し

調
査
無
し

地点平均個体数=3.7個体

地点平均個体数=5.0個体

地点平均個体数=2.9個体

地点平均個体数=2.7個体

0
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40
50

新屋敷取水堰 櫛田第二 櫛田第一 櫛田可動堰 新両郡橋付近 庄付近 ドタ付近

下流 頭首工下流 頭首工下流 下流

採
捕
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体

数

調査日：R2.8/12～14

地点平均個体数=13.7個体

全体的に増加が顕著

0
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40
50

新屋敷取水堰 櫛田第二 櫛田第一 櫛田可動堰 新両郡橋付近 庄付近 ドタ付近

下流 頭首工下流 頭首工下流 下流

採
捕

個
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数

調査日：R3.8/11～12,28～29

地点平均個体数=6.7個体

全体的に個体数は減少
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新屋敷取水堰 櫛田第二 櫛田第一 櫛田可動堰 新両郡橋付近 庄付近 ドタ付近

下流 頭首工下流 頭首工下流 下流
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数

調査日：R4.8/5～8

地点平均個体数=8.6個体
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新屋敷取水堰 櫛田第二 櫛田第一 櫛田可動堰 新両郡橋付近 庄付近 ドタ付近

下流 頭首工下流 頭首工下流 下流

採
捕
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体

数

調査日：R5.8/31～9/3

地点平均個体数=4.1個体

下流 上流

H27

H28

H29

H30

R1

R2

R3

R4

R5

←R4/9/23  （ 600m3/s）
←R5/6/3  （ 720m3/s）
←R5/8/15  （2,500m3/s）

←R3/9/18  （ 730m3/s）

←R2/9/7～8（ 730m3/s）
← 10/8～13（ 850m3/s）

←R1/8/14～16（1,100m3/s）
←  10/12～13（1,300m3/s）
←  10/18～19（  640m3/s）
←  10/25    （  520m3/s）

←H30/8/23～24（2,100m3/s）
←    9/4～5  （  860m3/s）
←  9/30～10/1（2,100m3/s）

←H27/7/16～18（1,740m3/s）

←H27/8/25～26（2,350m3/s）

←H28/9/20  （ 830m3/s）

←H29/8/7～8 （1,230m3/s）

←H29/9/17～18（ 780m3/s）
←   10/22～23（3,110m3/s）
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４．R５コクチバスに関する現地調査概要

３）立梅用水堰下流におけるコクチバス確認状況
・櫛田川におけるコクチバス生息の上流端となっている立梅用水堰下流での分布状況について、昨年度に引き続き調査を行った。
・春季調査では、体長300mm～450mmの成魚合わせて5個体が確認されたが、産卵床は未確認であった。
・夏季調査では、コクチバス成魚５個体が確認されたのみであり、R4と比較すると個体数は減少した。8月出水で下流側に流されたものと

想定される。
・春季の産卵数、夏季の分布数いずれも昨年度より大幅な減少となっている。現時点では減少傾向が伺えるが、今後増加することがないか､

引き続きモニタリングしていく必要があると考えられる。

立梅用水堰

堰直下で比較的流れが
ある区間

比較的流れが緩やかな区間

× ×

R4調査
コクチバス産卵床確認箇所
コクチバス確認箇所（夏季：潜水目視）

R5調査
コクチバス確認箇所（夏季：潜水目視）

×

×

×
×

××
×××

×

×
× ×××

× ×

×

×

図4-5 立梅用水堰下流におけるコクチバス確認箇所

×

××
××

体長25cm 4個体

体長40cm 1個体
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４．R５コクチバスに関する現地調査概要

４）胃内容物調査
・採捕された個体のうち、大型個体（6個体）について、胃内容物の状況を把握した。
・採捕した個体のほとんどは空胃であったが、可動堰にて確認したオスについてはウキゴリ属及びシマドジョウ類と思われる魚類を採食し

ていた。

○体長：25cm程度のオス
○採捕場所：櫛田可動堰 右岸
○採捕日：R5.5.18
○胃内容物：魚類（ウキゴリ属、シマドジョウ類）

ウキゴリ属

シマドジョウ類

○体長：42cm程度のメス
○採捕場所：櫛田可動堰 左岸
○採捕日：R5.5.18
○胃内容物：空胃（卵巣：推定2.5万粒）

○体長：36cm程度のオス
○採捕場所：櫛田可動堰 左岸
○採捕日：R5.5.18
○胃内容物：空胃（精巣）

精巣

卵巣

○体長：38cm程度のオス
○採捕場所：15.6k付近
○採捕日：R5.5.31
○胃内容物：空胃
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５．外来魚（コクチバス）対策に向けた取り組み

１）岐阜県におけるコクチバス駆除対策の紹介
・岐阜県では、５月に長良川本川で特定外来生物コクチバスが発見されて以来、県内各地で発見が相次ぎ、鮎などへの食害、さらには生

態系を脅かす現状となってることから、生息が確認された流域全体の関係者が一丸となり、コクチバスの完全駆除を目指すため、「岐
阜県コクチバス駆除総合対策」が策定された。

・2025年度中に長良川、2027年度中に木曽川と揖斐川からのコクチバスの完全駆除を目指すこととしている。

出典：岐阜県里川振興課HP
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５．外来魚（コクチバス）対策に向けた取り組み
３）コクチバス対策に向けた今後の取り組み
①再放流に対する規制強化に向けた調整
・三重県内水面漁場管理委員会に対し、コクチバスの再放

流禁止に向けた委員会指示を出してもらえるよう、意見
書の提出を行う。
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５．外来魚（コクチバス）対策に向けた取り組み
②コクチバス生息環境マップの更新と公表
・コクチバス生息環境マップについて、最新の調査結果を加え、更新を行った（資料-3(2)）。
・今後、三重河川国道事務所のHPを活用し、SNSを活用した情報発信を随時行っていく。

③モニタリング調査の継続的な実施
・コクチバスの産卵環境、生息分布を把握するためのモニタリング調査を継続して実施していく。
・調査により採捕したコクチバスは、法に則り駆除を行う。

両郡橋付近の櫛田川
瀬と淵があり、早瀬はアユ釣り場として親しまれている 調査で捕獲されたコクチバス

～ 特定外来生物コクチバスから櫛田川の自然を守るための取り組み～

令和6年3月
櫛田川自然再生推進会議

櫛田川コクチバス生息環境マップ櫛田川コクチバス生息環境マップ

櫛田川コクチバス生息環境マップ（生息の可能性がある場所の位置図） （櫛田可動堰～櫛田川水管橋）

調査箇所の凡例

産卵確認箇所（H29～ R5 調査）
産卵の可能性がある環境を有する箇所（H30調査）

低活動期 (10 ～ 4月）に集まりやすい深場

0 500 1000 1500m

【航空レーザー測量（H30.10.21撮影）による】

確認個体数(R3.5)
2箇所 稚魚170個体

おうか

相可一区

11k

12k

13k

14k

おうか

相可二区

櫛田可動堰

えぐに

兄国

ちゅうまちょう

中万町

あらまき

荒蒔
いざわちょう

射和町
15k

あわそちょう

阿波曽町

しひきだ

四疋田

櫛田可動堰湛水域で捕獲されたコクチバス(H29.12)

多気町

松阪市

14.4k付近右岸の深場

15.0k付近左岸の深場 確認個体数(R4.5)
親魚2箇所2個体
稚魚2箇所15,000個体

13.6k付近右岸の産卵床

岩盤の間の暖流域

確認個体数(R4.5)
稚魚500個体

岩盤窪みの砂礫堆積箇所の
産卵床

15.1k付近右岸の産卵床

櫛田可動堰上流
JR橋梁上流

11.0k付近左岸の深場

岩盤沿いの砂礫底の産卵床
稚魚3,000個体程度

15.2k付近右岸の産卵床

R2に、8/1解禁後の網漁で40㎝ぐ
らいのコクチバスを確認
(地域の方からの情報)

新両郡橋付近

13.6k付近

生息の可能性のある深場

低活動期(10～4月頃)にコクチバスが集まり易い深場や護岸ブロックの位置

佐奈川

孫川

11k

12k 12k

13k 13k

新両郡橋

11k

両郡橋

14k 14k

櫛田川水管橋
15k 15k

あさおさ

朝長

ほうだちょう

法田町

やまぞえちょう

山添町

い ざ わ

射 和

お う か

相 可

橋脚際の深み
産卵床詳細位置不明
確認個体数(R3.5)
稚魚15個体

確認個体数(R3.5) 

6箇所 稚魚3,870個体

確認個体数(R4.5)

右岸 稚魚1,500個体

確認個体数(R4.5）

左岸 親魚3個体

確認個体数(R4.5）

右岸 産着卵約1,700粒

櫛
田
川

水
管
橋

産卵床の残骸確認(R5.5)
岩盤の間の緩流域
稚魚10個体未満
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